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　ユニケソフトウェアリサーチの電子
薬歴レセコン一体型システム「P–CUBE 
n」は調剤後の服薬期間について継続的
なフォローアップを支援するサービス

「フォロナビ」を標準搭載している。電
子薬歴とLINEを活用することで、薬剤
師と患者のコミュニケーションをアシ
ストし、効果的な服薬管理と患者・薬
剤師の負担軽減を実現する。
　2020年９月に施行された改正医薬品
医療機器等法で薬剤師による継続的な
服薬フォローアップが義務化された。
同年４月の調剤報酬改定で設けられた
「服薬管理指導料」でも、継続的な服
薬フォローアップが算定の条件とされ
ている。
　「P–CUBE n」は、「電話や対面だと
時間が取れない」「スケジュールやタ
スクの管理が煩雑」「どのようなフォ
ローをすれば良いか分からない」「薬

剤師のスキルや経験によってフォロー
アップのレベルにバラツキがある」と
いった薬局が服薬フォローアップを行
う際に直面している課題を解決する
サービスとなっている。
　具体的には、「P–CUBE n」に標準搭載
されているフォロナビの機能により、
電子薬歴から患者のLINEにフォロー
アップメッセージを自動送信でき、
フォローアップの実施が可能。フォロ
ナビの管理画面からメッセージの予約
送信を行えるため、服薬に関するフォ
ローからリフィル処方箋の期限お知ら
せなど、患者のライフスタイルに合わ
せたサービスの提供が行える。
　また、送信されるフォローアップコ
ンテンツは処方された薬剤や患者の状
態に合わせて、医薬品や疾患、患者の
生活状況確認、使用状況確認など12カ
テゴリ、41種のコンテンツから最適な

内容を選択す
るだけでフォ
ローアップを
行えるため、
薬剤師の経験
やスキルに依
存することな
く、質の高い
服薬管理が実
施可能だ。
　 フ ォ ロ ー
アップを受け
る患者も、電
子薬歴から送
信された質問に対する回答を選択する
だけで返信を行える。回答内容によっ
ては体調や副作用の確認、アドヒアラ
ンスの確認など自動で新たな質問を投
げかけ、患者の問題解決を促す。
　電子薬歴のメイン画面には患者の処
方内容より服薬フォローの必要有無を
アイコンで表示。薬剤師が忙しい場合
にもフォローアップを必要とする患者
を見逃さない仕組みを整備している。
　L I N Eでのフォローアップとやり取

りは全て電子薬歴に転送され、取り込
むことが可能。フォローアップの薬歴
入力とその情報をもとにしたトレーシ
ングレポートを効率的に作成でき、薬
局・薬剤師業務への負荷を軽減し、多
くの情報を医療機関に提供することが
できる。
　こうした多様な機能が強みとなって
おり、フォローアップに取り組む薬局
からも多くの引き合いが来ていると
いう。

ユニケソフトウェアリサーチ「P–CUBE n」

LINEで継続的服薬フォロー

　ノアメディカルシステム（福岡市）
は、調剤薬局支援システム「NO@H FOR 
THE PHARMACY V7」（ノア フォーザ
ファーマシー バージョン７）の販売を
９月から開始した。
　「NO@H FOR THE PHARMACY V7」
は、25年以上にわたる薬局ユーザーの
要望を調査研究し、レセコンに求めら
れる基本機能である「入力」「チェッ
ク」「投薬」「会計・請求」に至るまで
の一連の業務を、快適・簡単に行える
ようにバージョンアップしている。
　処方入力には「今回・前回の処方比
較」を確認できるように処方比較画面
を配置して、患者情報等の分析・評価
ができ、適切な処方監査につながる。
画面デザインは、フルＨＤの解像度に
対応したワイド画面に“新化”し、必
要な情報を分かりやすく配置。2022年
度調剤報酬改定内容に沿ったリフィル

処方箋の入力、表示も正確に行うこと
ができる。
　ファイリングシステムでは、処方箋
をスキャンした画像を見ながら医療従
事者が処方入力、薬剤師は処方箋の原
本をもとに処方監査・調剤と同時に行
える。取り込んだ画像は、患者データ
として保存でき、投薬ミスの防止や患
者からの問い合わせ、監査時の記録と
して活用できる。
　また、医療事故防止のチェック機能
として、医薬品データベースによる相
互作用、病態などの自動チェック機能
のほか、薬物動態学的セーフティマネ
ジメントシステム「PHACOSAM」（ファ
コサム）では、ＴＤＭ対象薬物・小児
薬用量の薬物動態的評価、そして腎機
能評価予測値を推算することで腎排泄
型薬剤の処方監査の強化につながる。
　オプションの在庫管理システムを導

入すれば、処方入力時に薬剤の在庫数
の確認が可能となり、発注タイミング
も容易に判断できる。
　さらに、連携する電子薬歴システム
「SOAP.Q&S i-PROUD」（アイプラウド）
は、従来からの基本性能はそのままに、
前回処方に薬歴で次回確認したいこと
を申し送りとして記録し、再来時の調
剤前に確認したい事項をポップアップ
させて、薬歴管理の継続性を実現し、
質の高い安心・安全な薬物治療を実現
する。

　レセコン一体型の利点として、オン
ライン資格確認での薬剤情報、健診情
報の取り込みなどシームレスに連携す
ることが可能。
　2025年３月を目標に掲げられている
電子処方箋の普及においては、オンラ
イン資格端末と全てが同一ネットワー
ク内にあることから、電子薬歴システ
ム側でＨＰＫＩカードを用いて薬剤師
が調剤確定や疑義照会内容を報告し、
電子処方箋サーバに返すことができる
という大きなメリットがある。

保険薬局のＤＸ実現を加速
ノアメディカルシステム

「NO@H FOR THE PHARMACY V7」


